
【ファーマーズスクールの概要】

●所 在 地：大分県杵築市

●研修品目：いちご、ハウスみかん等11品目

●研修人数：３組以内/年（原則２名１組）

●研修要件：夫婦等１組２名。

１組のうちどちらかが、概ね50歳以下であること、

研修終了後、杵築市内で就農すること等

●研修内容：実習、模擬営農、座学（１年以上２年以内）

●研修ほ場：就農コーチ（県指導農業士、市長が認めた認定農業者等）の栽培ほ場

●取組の背景：杵築市は、農家数や１戸当たりの産出額の大幅な減少等を踏まえ、地域農業の担い手を確保するため、平

成26年からファーマーズスクールを開設。新規就農者育成のための知識、指導力、研修に必要な施設等

を備える就農コーチの指導による技術習得と関係者が連携して就農・定着までサポートする体制を確立。

●ホームページ：https://nourinsui-start.oita.jp/training/item12/

研修生募
集

•就農フェアへの出展 HPによる情報発信

•口コミ（部会や親せきを通じて)

•短期体験研修 ・入校審査

研修・育成

•就農コーチのもとで２年間研修

•実習、座学、模擬営農を行い、営農のための
知識と技術を習得

就農支援

•農地、施設、機械、住宅等の確保支援

•「居抜き」※による経営継承の支援

•地域社会への適応に向けた助言・指導

就農・定着

•就農コーチの技術的・精神的支援を継続

•JA部会会員によるアドバイス等

成果・実績

研修の様子（就農コーチ生産ほ場）

新規就農までの流れ

トレーニングファームの取組事例

サポート体制

※離農する方の設備等をそのまま売買又は賃貸借す
ること。就農時の初期投資費用の抑制が可能。

■ 実地栽培研修等
• 就農コーチの指導を受けながらの実地栽培研修、
病害虫防除講習等
・ 就農地の協議等（「居抜き」による就農を推奨）

■ 模擬経営研修、就農準備等
• 就農コーチのほ場において、就農後の独立自営を想
定した「模擬経営」を行う。
・ 就農準備（農地の確保やハウス・機械の導入、青年等 
就農計画作成等）

２年目１年目

研修期間（２年間）

研修カリキュラムにJAの部会活動（研修会、ほ場巡回、生産物審査等）への参加を組込み、他の就農コーチ
のほ場を見たり、生産物の違いなどを知ることができ、知識と技術の向上を図ることが可能。

ファーマーズスクールでの研修

・栽培技術指導、経営指導
・農地、施設、機械、住宅等の確保支援
・地域社会への適応に向けた助言・指導
・就農後も技術的・精神的支援を継続

JA（部会等）

県

市

・栽培技術指導等の支援
・就農後の交流、アドバイス等

・就農相談、研修時の座学研修、就農後
の栽培・経営指導、事業関連

・ファーマーズスクール運営、就農相談、補
助事業関連、農地貸借売買等
・市単独事業、各種事業申請に係る支援

就農コーチ

生産物審査研修

就農コーチの指導等により、技術習得から就農・定着までを総合的にサポート
杵築市ファーマーズスクール（大分県）

ほ場巡回研修

・ファーマーズスクール開設以降、3２名が入校。令和７年１月現在、研修中６名、26名が就農。
・「いちご」は、栽培面積と販売額が増加し、生産者の平均年齢が、64歳（H26）から57歳（R4）と大きく
若返った。「ハウスみかん」等も同様の成果が出ており、生産現場が活気づいている。
・セカンドキャリア、シニア世代の就農相談が増加しており、今後更なる新規就農者の発掘に向けて取組
を進めることとしている。
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